












連 載講 座 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 壊 食(12)
X先 進材料の耐壊食性(そ の1)
岡 田 庸 敬*・ 服 部 修 次**










2種),β 型 のTi-15v-3Cr-3Sn-3A1合金 と
Ti-3AI-8V-6Cr-4Sn-4Zr合金お よび α+β
型 のTi-6Al-4V合金 の化学成 分,熱 処理 条件,
機 械的性質 であ る1).β 型合 金 は β トラ ンザス
(α+β→ β 変態点)近 傍 の800℃ で固溶体処理
した後,強 度 と延 性 のバ ラ ンスが取 れ る500～
510℃で時効処理 を行な った もので あ る.Ti-6
Al-4Vは750℃ ×2h空 冷処 理 した受 入れ材 を
使用 した.純 チタ ンの ビ ッカー ス硬 さは200程
度 であ るが,β 型 合金 は時効 処理 に よ り300前
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量 減 少率 曲線 で あ る。 どの材
料 もわ ず かな 質量 減 少量 しか
示 さない潜伏期を経 た後,質 量
減 少 量 は 直 線 的 に増 加 す る.
Ti-6A1-4vの質 量 減少 率 は
純 チタ ンの約半 分,β 型のTi-
15V-3Cr-3Sn-3Al,Ti-3
Al-$V-6Cr-4Mo-4Zrは純









































































































岡 田 ・服 部:キ ャ ビ テ ー シ ョ ン壊 食(12) 895
に進展する.このようなき裂が合体 して小さい壊
食粉が脱落する.β 型合金では大 きなうね りは
発生 しないが,粒 内に5,um程度のき裂が随所に
発生 し,き裂の進展とともにき裂発生部周辺で細
かい粒子 となって脱落す る.結 晶粒径が100～
500μmであるので,き 裂は粒内のサブグレイン
に沿 って発生する.マ トリックスの α相 と析出
相の β相の二相混合組織であるTi-6AI-4V合
金では,β 相が最初に壊食 される.さ らに,壊食









が大 き く変化する3}.表4は熱処理条件 と硬 さ










硬 さはそれほど変わ らない.900℃材 と1100
℃ 材の硬さは328Hγと327Hyであるが,溶体化
処理温度が910～955℃であるので,溶体化の影
響を受 けて α相が硬化 したためと考 え られる.
STA材は時効処理するので,さ らに硬化する,
図5は 熱処理材の質量減少量曲線5)で,硬い材
料ほど直線の勾配は小 さくなる.そ こで,前述 と
同様に壊食抵抗をHZv/Eで整理すると,図6に
示すように図3と 同一直線上にプロッ トできる,
しか し,壊食の凹凸は図7に 示すよ うに β相が
粗大化 している900℃材や針状組織の1100℃
材で大き くなり,組織の大きさや結晶方位の影響



















































α相 と α+β 相 の硬 さ(強度)が それ ほど違わ
ないためである.チ タン合金は,マ クロ的な壊食








:・ ・ 機 械 の 研 究 第50巻 第8号(1998)
る.
2.Ti-Al系 金 属 間 化 合 物
金属間化合物は,共有結合のために室温での伸














































































は緩やかに増加 して10時間後か らほとん ど質量
































































す と図9の ようになる.い ずれの材料
も初期に0.2～0.8×10-gmm3/(mm2
・h)の大 きな値 を示すが,炭 素鋼 と同
様に衝撃的 に発生す るピッ トの形成に
















































































































































状態を粗 さ計で測定 したものである.純 チタンは
1時間キャビテーションにさらすと5μm程 度の
一様な凹凸が発生 し,Ti-A豆鋳造材でも同程度の



















































SUS304を7とした とき の ∬r2/E




... 機 械 の 研 究 第50巻 第8号(1998)
や,ラメラ相 と γ相の界面で顕著な壊
食が観察 される.こ のように金属間化







NiTi(as℃,マル テ ンサ イ ト)



























常期の体積減少率の逆数)を 飾2鱈 で整理 した,
ただし,ビ ッカース硬 さは試験前の値を用い,標
準材料 としてSUS304を選んで他の材料を相対













系金 属 間化 合物 の 耐壊 食性 は加 工硬 化 後 の
Hy21Eで整理すると,ス テンレス鋼などの1般
の金属材料と同様に評価できる.
3.NiTi形 状 記 憶 合 金









くなると点Afは低 くなる.オ ーステナイ ト状態

































































































(b)オー ステナイ ト状 態
箋
(a)マルテ ンサイ ト状 態
図14壊 食面のSEM写 真(42時間後)
テーション試験を行なったときの体積減少量曲線






















μmの小さな壊食 ピッ トが観察されるが,マ ルテ
ンサイ ト状態のような大 きな壊食 ピットは認め ら
れない,こ のように,NiTi合金はヤルテ ンサイ
ト状態 とオーステナイ ト状態で壊食量,壊 食機構










復を伴 う試験では,い ずれ もマルテンサイ ト状態
の体積減少量曲線の下方に位置 しているが,図 中
矢印で示すように10～15時間経過後か らはマル
テンサイ ト状態 と同 じ勾配で増加するよ うにな
り,回復の効果はな くなる.
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一般各位のご投稿を歓迎致 してお ります,下 記の要
領にてご寄稿をお願い申し上げます.
(1)できる限 り展望 ・解説記事をお願い致 します.1題
目は組上 りで6～8頁にお纏め下 さい(図 ・表を含みま
す).なお,組 上 り1頁 は文字数で約1850文字です.
採否は編集部に一任願います.

















その際,使 用機種名,ソ フ ト名もお知 らせ下さい.
〒113-8691東京都文京区本郷5-30-15
(株)養賢堂 機械の研究 編集部
TELO3--3814-09134
FAXO3-3812-2615
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